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８月３０日引き渡し訓練お世話になりました 
 緊急事態宣言下での実施となりましたが、保護者やご家族の皆様のご協力により、概

ねスムーズに引き渡しができたと感じています。お気づきのことがございましたら、各学年

担任までお知らせいただければありがたいです。 

暑い中大変お世話になり、ありがとうございました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会でパワーアップ 
 運動会は全校を挙げて取り組む学校行事で、子どもたちの大きな成長が期待されま

す。今年度は、「がんばりパワー（自分を高める力）アップ」と「なかよし

パワー（友だちとつながる力）アップ」の２つの視点で、全学年自分の

目指す姿に向けてのめあてを立て、がんばることとしました。 

運動会の練習や準備、係の仕事に取り組んだりする中で、自分や友

だちのがんばりやよさに目を向け、自己肯定感を高めてほしいと願って

います。 

 

体調不良時の対応についてお願い 
８月２７日付け「緊急事態宣言発令に伴う真庭市立木山小学校の対応について」の文

書内、「ご家庭へのお願い」の項目にありますように、お子様本人の体調不良時は学校へ

連絡の上、ご自宅で休養してください。また、同居のご家族の体調不良時も登校を控える

ようご協力をお願いいたします。 

 お子様の陽性や濃厚接触の可能性が生じた場合、直ちに学校は校内で感染を広げな

いための様々な対応をしていく必要があります。お子様本人がＰＣＲ等の検査を受けられ

る場合も、同居のご家族が受けられる場合も、速やかに学校までご連絡くださいますよう、

重ねてお願いいたします。 

 

 

運動会感染症対策について 
今週から本格的に運動会へ向けての練習が始まりますが、学校では運動会について

次のように感染対策を講じていきます。感染予防第一ではありますが、子どもたちが達成

感を感じられたり、ご観覧の皆様方にも子どもたちのがんばりを見取っていただいたりで



きるようにしていきたいと考えています。保護者の皆様方のご理解ご協力をどうぞよろしく

お願いいたします。 

なお、今後の感染拡大状況によっては、変更させていただくこともありますので、ご了承

ください。 

 

〇開会式では、全校児童による入場行進は行わず、児童会児童・各色団長のみとする。

→入場待機時の密の回避および全校練習時間の縮減、当日の時間短縮のため。 

〇全校綱引きは行わない。→感染予防および時間短縮のため。 

〇競技前後での手洗い、手指消毒の実行。 

〇競技中および待機時の間隔の確保。 

〇応援合戦は実施するが、声出し中心にならないよう内容や構成を工夫する。 

〇マイクを適宜使用し、消毒をする。→飛沫拡散防止 

〇バトン・アンカーベストの使い回しの禁止。その都度、消毒済みのものを使用する。 

〇マスクの着脱について児童に指示をし、着用時は確実に着用させる。 

また、「マスクを外したら、お口はチャック！！」を徹底させる。 

外したマスクは、マスク袋にて管理させる。 

 

 

オンライン授業へ向けて 
感染や濃厚接触により、２週間の自宅待機あるいは数日間の学級閉鎖等を想定し、そ

の期間中子どもたちの学びの保障をしていくために、本校においてもオンライン授業への

準備を進めています。 

具体的には、タブレット端末の中のアプリＭｅｅｔ（ミート）を使い、教師やクラスの友だち

の端末とつながることができるように、各学年で練習しています。万一、自宅待機や学級

閉鎖が想定される事態になった時は、基本的には全員タブレット端末を持ち帰らせる予

定です。 

その後、２週間の自宅待機や数日間の学級閉鎖となれば、Ｍｅｅｔを使って、オンライン

で教室の授業の様子を見たり、遠隔授業をしたりします。教師からの課題の指示も、基本

的にはタブレット端末で行うことになります。 

７月に端末持ち帰りについて、希望される方には「端末貸出に係る誓約書」に署名をい

ただきましたが、それ以後持ち帰りを希望される場合は、各担任までお申し出ください。 

また、家庭でのタブレット端末使用時の約束として、７月に配布済「タブレット利用のル

ール／小学校版」の内容に加え、 

 

①児童が個人的にＣｌａｓｓｒｏｏｍ（クラスルーム）を作らない。 

②児童同士、個人的にＭｅｅｔ（ミート）やチャット等のアプリを使ってつながらない。 

③学習以外のことには使わない。 

 

の３点を指導しています。タブレット端末は学習に有効なツールですが、約束を逸脱した

使い方をすると、深刻なトラブルに発展するリスクもあります。 

ご家庭におかれましても、この点につきまして、お子様にお声掛けくださいますようお願

いいたします。 


